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米国経済点描（2008.8.04） 

～2008 年 7 月の失業率～ 
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（千人）（％） 失業率と前期からの雇用者数の変化
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 8 月 1 日に米国労働省労働統計局（ＢＬＳ）が公表した世帯調査に基づく 2008 年 7 月の

失業率（季節調整済み）は、前月と同じ 5.7％と、0.2％悪化した。また、同調査に基づく

5 月の就業者数の暫定値は、1 億 4,581 万 9 千人で、前月より 7 万 2 千人減少し、3 ヶ月連

続の減少となった。この 1 年間で失業率は 1 ポイント上昇している。また、10 代若者の失

業率は 2 割を超え、経済的理由からパートタイマーで働く人も 30.8 万人と急増している。

一方、事業所調査に基づく非農業部門の雇用者数（industry payroll employment）も、

季節調整済みの暫定値で 5 万 1 千人減少した。これで雇用者数の減少は本年 1 月から 7 ヶ

月連続となった。 
ヘルスケアサービスと鉱業では前月に引き続き雇用増となったが、建設、製造業、卸売

業、情報サービス業、人材紹介業で雇用が減少している。 
以上のように雇用情勢は悪化しているが、今後は個人消費の低迷から失業率の上昇は当

分の間続き、ＩＴ不況時の失業率のピークであった 6.3％に迫る局面もこともありえる。 


